
(宛 先 )

〒100-8916
電話

現 職

厚生労働省 医薬・生活衛生局     、
食品基準審査課 残留農薬等基準審査室 宛 作7↑

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253)1111(内 線4289)
03(3595)2423(18時 以降 )
03-3595-2432(残 留農薬等基準審査室FA× )FAX

寄付金・契約金等受取 (割当て)額等回答表

令和3年 /月 /チ 日
令和3年 1月 22日 (金)薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取(割当て)額等について、別紙のとおり回
答する。

①食品中のシペルメトリンの残留基準の設定について

②食品中の1-メチルシクロプロペンの残留基準の設定について

③食品中のカスガマイシンの残留基準の設定について

④食品中のクロルピクリンの残留基準の設定について

⑤食品中の′Wダマイシンの残留基準の設定について

⑥食品中のフェンプロパ円ンの残留基準の設定について

⑦食品中のプロクロラズの残留基準の設定について

氏 名

ロュ|ダ歌撥ゝガ脅Lバ如弔滴 |｀
ノ饂勁,脅

壺≧_上__左



①食品中のシベルメトリンの残留基準の設定について

企業名(申壼企業等):__■抜上皇挑:主会社_
● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 和 2

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□ 有り  

『

 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
'□  50万円超～500万円以下
□ 500万円超

当の有無 :□ 有り
当の有無 :□ 有り

¬

「

|

し

し

無

無

け

ワ

該

該
↓

↓

②食品中の1-メチルシクロプロペンの残留基準の設定について

企業名 (申請企業等):  アグロフレッシュ・ジャノ

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料
□ その他 (

□ 研究契約金

□ 当該企業の株式
)

ロ コンサルタント料・指導料

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 2

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

③食品中のカスガマイシンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 」堕整」墜豊工業株式会

→ 受取の有無 :□ 有り ビ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
'□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

し

し

無

無

ビ

ア

有

有

無

無

有

有

の

の

当

当

該

該

↓

↓

|

□ 寄附金(奨学寄付金含む)
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料
□ その他 (

□ 研究契約金

□ 当該企業の株式

【受取' 内訳
ロ コンサルタント料・指導料

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 2

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

→ 受取の有無 :□ 有り ゴ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500 円超

し

し

無

無

ど
「Ｍ
］

有

有

□

□

無

無

有

有

の

の

当

当

該

該
↓

↓

|

□

□

□

□

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料  □    原稿執筆料

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式
)

【受取額の内訳】

特記事項



④食品中のクロルピクリンの残留基準の設定について

企業名(申請企業等): 塾型壁ンl」ンエ業会
● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度
□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

⑤食品中のパリダマイシンの残留基準の設定について

→ 受取の有無 :□ 有り lビ 無し

当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万 円以下
□ 500万円超

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

し

し

無

無
】
ツ

「
|

|

|

[

企業名 (申 請企業等 ): 住友化学株式会社

【受取額の内訳】

□ 寄附金(奨学寄付金含む)
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料
□ その他 (

□ 研究契約金   ロ コンサルタント料・指導料

□ 当該企業の株式
)

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

→ 受取の有無 :□ 有り  田/無 し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
'□  50万円超～500万円以下
□ 500万円超

→ 該当の有無 :

→ 該当の有無 :

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

し

し

無

無

ビ

ツ

有

有

□

□

「
|

|

|

[

⑥食品中のフェンプロノヽ リンの残留基準の設定について

企業名(申請企菫等):_」重」饉箋屋竪激 _____

□

□

□

□

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料  □    原稿執筆料

□ 研究契約金

□ 当該企業の株式

ロ コンサルタント料・指導料
【受取額の内訳】

その

● 寄付金・契約金等の受取(割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取つた年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 令和2年度

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

→ 受取の有無:□ 有り  し/ 無し
当該年度における受取額
□ 50万円以下
□ 50万円超～500万 円以下
□ 500万円超

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

し

し

無

無

ビ

И

□

□

□

□

寄附金(奨学寄付金含む)

特許権・特許使用料・商標権による報酬

講演料  □    原稿執筆料

□ 研究契約金

□ 当該企業の株式
)

ロ コンサルタント料・指導料

その

【受取額の内訳】

特記事項「
|

|

|

[



⑦食品中のプロクロラズの残留基準の設定について

企業名 (申請企業等): 工2ェム2=・ ケ三カル
● 寄付金・契約金等の受取 (割当て)額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度
□ 令和元年度
□ 和 2

● 申請資料等の作成に密接に関与

● 審議の公平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

特記事項

→ 受取の有無 :□ 有り ビ 無し
当該年度における受取額

□ 50万円以下
□ 50万円超～500万円以下
□ 500万円超

→ 該当の有無 :□ 有り
→ 該当の有無 :□ 有り

し

し

無

無

′ノ
一ビ

【受取額の内訳】
□ 寄附金(奨学寄付金含む)
□ 特許権・特許使用料・商標権による報酬
□ 講演料  □    原稿執筆料
□ その他 (

□ 研究契約金

□ 当該企業の株式
)

ロ コンサルタント料・指導料

|



























（宛先） 厚生労働省医薬•生活衛生局
食品基準審査課残留農薬等基準審査室宛

〒100-8916
電話

東京都千代田区霞が関1-2-2
03(5253) 1111 (内線4289)
03(3595)2423 (18時以降）

FAX 03-3595-2432 (残留農薬等基準審査室FAX)

寄付金契約金等受取（割当て）額等回答表

令和3年／月ざ日
令和3年1月22日（金）薬事・食品衛生審議会食品衛生分科会農薬・動物用医薬品部会
以下の申請に係る企業からの寄付金・契約金等の受取（割当て）額等について、別紙のとおり回

答する。

①食品中のシペルメトリンの残留基準の設定について

②食品中の1ーメチルシクロプロペンの残留基準の設定について

③食品中のカスガマイシンの残留基準の設定について

④食品中のクロルピクリンの残留基準の設定について⑤食品中の,~)ダマイシンの残留基準の設定について⑥食品中のフェンプロI~リンの残留基準の設定について

⑦食品中のプロクロラズの残留基準の設定について

現職

氏名

麻名心や椒記誂象愛
ャTr~ ヽ。た~



①食品中のシペルメ切ンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： 住友化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

〇 平成30年度

口令和元年度

口令和2年度

【受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

□ 特許権 • 特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

口 その他(

● 申請資料等の作成に密接に関与

竺::平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

②食品中の1ーメチルシクロプロペンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： アグロフレッシュ，・ジャバン合同会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度

口令和元年度

口令和2年度

［受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

口 特許権•特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（

● 申請資料等の作成に密接に関与

竺は平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

③食品中のカスガマイシンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： 北興化学工果株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度

口令和元年度

口令和2年度

［受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

□ 特許権•特許使用料・商標権による報酬
口講演料 □ 原稿執筆料 口当該企業の株式

□ その他（

● 申請資料等の作成に密接に関与1=ぢ盆平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

下以

し

円

無

万

゜゚

J
]額取

5

受
下

〜
超

り
る

以
超

円

円
円

万

有
ナ

万
万

0

却閲
505050

ロこ
• 

無
年

有
該

ロ
ロ

ロ

の
当

鐸

l
r

J

↓
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④食品中のクロルピクリンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： クロルピクリン工業会
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度

〇 令和元年度

口令和2年度

【受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

□ 特許権•特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（

● 申請資料等の作成に密接に関与

竺；盆平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

⑤食品中のI~)ダマイシンの残留基準の設定について
企業名（申請企業等）： 住及化学株式会社

● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度

口令和元年度

口令和2年度

【受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

□ 特許権•特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

口 その他（

● 申請資料等の作成に密接に関与

芦平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係

⑥食品中のフェンプロ／炉）ンの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： 住友化学株式会社
● 寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

□ 平成30年度

口令和元年度

口令和2年度

【受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

□ 特許権 • 特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（

● 申請資料等の作成に密接に関与芦i平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
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⑦食品中のプロクロラズの残留基準の設定について

企業名（申請企業等）： エフエムシー・ケミカルズ株式会社
●寄付金・契約金等の受取（割当て）額

受取有りの場合、最も多い寄附金・契約金等を受け取った年度

〇 平成30年度

口令和元年度

〇 令和2年度

【受取額の内訳】

口 寄附金（奨学寄付金含む） 口研究契約金

□ 特許権 • 特許使用料・商標権による報酬
口 講演料 □ 原稿執筆料 □ 当該企業の株式

□ その他（

● 申請資料等の作成に密接に関与

竺；盆平さに疑念を生じさせると考えられる特別の利害関係
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